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これからの宗教文化ミュージアムの展開
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わが佛教大学の「宗教文化ミュージアム」である。嵐山全体からいえば北東の隅であるが、こ
こから大覚寺・清凉寺などの大小の寺院が存在し、天龍寺などが代表とするものがある。寺の
南には桂川(保津川)が西の亀岡から流れ、今は観光の川であるが、江戸時代は、丹波、丹後の
物産が運ばれてくる水運の川で、角倉氏を代表とする京の大商人がこれを洛中に運んでいた。
物の道の川から、今は観光の川になっている。
このような嵐山を中心とする嵯峨野全体を観光だけでなく、文化財の地であり、地場産業
(竹細工品、土産物など)の地で、農業の地である。このような色々な面を持った地域の中で、
わが「宗教文化ミュージアム」は、これら多くの性格とうまく一体化した場として発展してい
きたいと思う。今日は国・地方公共団体が、地域にある産業(衣食住)、文化財、研究機関を含
めた「文化資源活用」の「国際芸術家村」を整備していく道が示されていくのに、わが佛教大
学宗教文化ミュージアムもとりこまれて発展していく方向を考えていく必要がある。
これからの宗教文化ミュージアムの展開(杉本憲司)
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